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あらまし：漢字は複雑な形をしており，１字でその意味を表現することが可能である．漢字を書字すると

いう思考の外在化には，漢字の構成要素と，それらがどのような関係性で配置されているのかを把握して，

記憶していることが前提となる．本研究では，漢字の構成要素への分解を学習者に能動的に行わせる演習

環境を設計・開発し，システムの利用性と分解学習の意義を検証するための評価実験を行なった．実験の

結果，日本人・非漢字圏の学習者ともにシステムを用いた漢字分解が可能であることが確認できた．また，

非漢字圏の学習者が漢字を漢字の分解においてしばしば不適切な部品や関係を用いてしまうことがログ

の分析より明らかとなり，漢字の認識段階でのつまずきが漢字学習を難しくしている可能性が示唆された． 
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1. はじめに 
漢字は，様々な構成要素の組み合わせでできており，

最小の単位として 24種類「画」の組み合わせで記述
することができる(1)．普段から漢字を使用する学習

者は，漢字の構成要素を自身の既有の知識から関連

づけて覚えることができるため，漢字学習に困難を

感じることは少ないと考えられる．一方，日常的に

漢字に触れることのない非漢字圏の学習者や，漢字

の記憶に困難を感じる読み書き障害の学習者におい

ては，漢字の記憶のプロセスである「構成要素への

分解」ができていないと考えられる．その根拠とし

て，佐藤(1997)は漢字を書字するということにおい
ては，視覚的に構成要素としての分解が可能となる

ことが前提となり，短期記憶が可能（漢字心像の形

成）となり，繰り返し学習や、漢字の読みのリハー

サルによって，長期的な記憶（漢字心像系列の形成）

が可能となると述べていることが挙げられる(2)． 
これまでに，漢字の分解を用いた漢字学習の支援が

行われてきた．発達障害児には，聴覚が優位など，

その認知特性に合わせた支援が行われた(3)．非漢字

圏学習者の漢字学習については，アルド・トリーニ

（1992）が，”graphic memory”（漢字の構成要素を互
いに連想させたり、正誤の判断を下したりする無意

識的に作られた規則）を促進させるために，漢字の

分解活動の重要であるとし，演習問題を作成した(4)．

これらの研究は演繹的に分解方法を学習者に提案す

るといった手法が取られ，学習者側は受動的に漢字

の分解を行うことが多かった． 
  

2. 研究の目的 
本研究の目的は，能動的認識（学習者が既に以前の

学習で得られた多くの情報の中から，適切なもの・

必要なものを選択して課題解決を進めていく戦略(5)）

というアプローチを用いて，これを「漢字分解学習

をシステム」という形で実現し，新たな方法として

漢字学習の学習支援を検討していくことである．ま

た，非漢字圏学習者と日本人の分解方法やテストス

コアの違いを演習結果から分析することで，能動的

な分解学習の必要性について検証することも今回の

研究の目的である． 
 

3. 能動的認識を指向した漢字分解演習のモ
デル 

漢字の能動的認識を指向した漢字分解演習を実現

するための演習モデルについて説明する． 
3.1 漢字部品と非漢字部品 
漢字を構成要素に分解したものを“部品”と呼ぶこ

ととする．部品は漢字部品と，⾮漢字部品に分類さ
れる．漢字部品は，(i)象形⽂字，指⽰⽂字などの漢
字，(ii)形が単純で頻度の⾼い形態と分類される．⾮
漢字部品は，(i)表⾳⽂字（ひらがな・カタカナ・ア

ルファベット），(ii)数字・記号，(iii)形が単純な図形，

に分類される(6)． 
3.2 部品間の関係性の明示 
図 1のように，漢字をどのように分割することがで

きるかをはじめに考えさせ，その分割された枠組み

のどこに選択された部品が入るのかを明示すること

で演習における順列化を可能とする． 
 

 
図 1部品間の関係性を明⽰する 
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3.3 能動的な分解を可能にするために 
能動的な分解を行わせるためには，部品を充分に準

備する必要がある．学習者はこれまでの学習経験か

ら得られた部品が思考の中に存在する．そのため，

選択肢に与える部品はさまざまな分解のパターンを

想定して，用意されなくてはならない(図 2)．ただ

自由に選択させるだけではなく，正しく選択できて

いるのかフィードバックを返すことで，誤った認識

を避けることも本演習では行っている． 

 

 
図 2学習者の思考の中にある部品は異なる 

 
3.4 演習の流れ 
「漢字の成り立ち（関係性）を考える」・「漢字はど

のような構成要素からできているかを観察する」・

「構成要素の正しい位置関係を考える」という３つ

のステップを行うことで，漢字の能動的な分解演習

を実現している（図 3）． 
 

 
図 3演習の流れ 

 
4. 漢字分解演習システム 
漢字分解演習のモデルをもとに「漢字分解演習シス

テム」を実装する．実装するために仕様したプラッ

トフォームは「Flutter」である．また，Google が提
供する「Firebase」を使用しており，本システムにお
いては，ユーザの管理・データの管理・ホスティン

グを担っている．１つの漢字の演習を「1.漢字を大

きく分けるとどうなるのかを選択する．2.漢字の構
成要素に注目して，適切な部品を選択する．3.選択
した部品を，部品間の関係が適切である位置に再配

置する．」という３つのステップで構成している． 
 

5. システムを用いた実験と結果 
5.1 実験概要 
実際にシステムを利用した実験を行った．実験の被

験者は情報系の大学生・大学院生１８名，留学生３

名である．この実験で調査したことは，①大学生・

大学院生・留学生によるシステム利用のアンケー

ト・ログデータを用いた,システムが問題なく利用で

きることの確認，②システムによる演習の効果を測

定である．これら２つを検証するために，「システム

を利用」・「空書（漢字を眺め，空で書く）」・「書字」

の３パターンに分けて，演習を行ってもらい，演習

の効果の測定には演習で取り扱った漢字を書き出す

再生テストを用いた．対象となる漢字は，学習者に

とって初見の漢字とするため，今回は，創作漢字コ

ンクール入選作より，無作為に選んだものを使用し

た． 
5.2 実験結果 
アンケートとログデータより，日本人・留学生の被

験者共に問題なく本漢字分解演習を行えることが分

かった．また，テストスコアから日本人の被験者に

ついては，伝統的な漢字の学習法である，空書と書

字にならび，本分解演習が漢字学習を行う上で有効

な方法である可能性が示唆された． 
一方，留学生の演習結果では，システムによるログ

のデータから，日本人に比べて漢字の分解の段階で

つまずいている被験者が見受けられた．このことか

ら，漢字記憶においては，「漢字分解ができること」

が前提となっていることが明らかとなった．従って，

漢字を分解することの演習化と支援について考える

本漢字分解演習の意義が充分にあると示唆された． 
 
6. まとめと今後の課題 
今回の研究では，能動的認識を指向した漢字分解演

習環境を設計・開発し，その評価実験を行った．そ

の結果，本分解演習は，一般的な日本人においても

学習効果が期待でき，非漢字圏の学習者の結果から，

漢字の記憶には，漢字の分解ができることが前提に

なっていると確認することができた．今後の課題と

しては，漢字分解とスコアやシステム利用状況との

具体的な因果関係を分析することや，発達障害児へ

の本演習システムの利用が挙げられる． 
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